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「
再
生
の
物
語
を
求
め
て　

台
地

の
門
前
か
ら
今
に
続
く
語
り
の
世

界
」［
＊
3
］（
図
1
）
と
、
同
号
に
係
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
を
収
録
し
た

『
上
町
台
地 

今
昔
フ
ォ
ー
ラ
ム

V
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18　D
ocum

ent

』［
＊
4
］

か
ら
、
そ
の
問
い
に
向
き
合
っ
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

聖
徳
太
子
を
起
点
と
す
る
思
想

が
、
ど
の
よ
う
に
後
世
に
リ
レ
ー

さ
れ
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
、
四
天
王
寺

の
イ
メ
ー
ジ
が
形
作
ら
れ
、
社
会

的
・
文
化
的
に
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
の
か
。
そ
れ
は
、

歴
史
都
市
・
大
阪
、
ひ
い
て
は
都

市
が
包
摂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
は
何
な
の
か
、
今
に
続
く

問
い
に
も
つ
な
が
る
。

前
述
の
室
戸
台
風
で
倒
壊
し
た

五
重
塔
は
、
六
代
目
の
塔
だ
っ
た
。

初
代
は
落
雷
に
よ
り
破
壊
、
二
代

目
は
火
災
に
よ
り
焼
失
、
三
代
目

は
本
願
寺
合
戦
の
際
に
炎
上
、
四

代
目
は
大
坂
冬
の
陣
で
焼
失
、
五

代
目
は
落
雷
で
焼
失
、
六
代
目
は

室
戸
台
風
で
倒
壊
、
七
代
目
は
第

二
次
世
界
大
戦
時
の
大
空
襲
で
焼

受
難
と
再
生
の
物
語
を
支
え
て
い

る
も
の

『
上
方
』
第
46
号
表
紙
）
は
、
大
災

害
の
衝
撃
を
強
烈
に
訴
え
る
。
一

方
、
大
阪
の
社
会
福
祉
事
業
の
源

流
が
、
聖
徳
太
子
の
窮
民
救
済
の

実
践
に
あ
る
と
の
共
通
認
識
が

脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
こ
と
に
も
、

驚
か
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
2
回

で
触
れ
た
、
第
5
回
内
国
勧
業
博

覧
会
の
開
催
時
（
1
9
0
3
年
）
に
、

同
寺
に
お
い
て
聖
徳
太
子
千
三 

百
年
御
聖
忌
に
合
わ
せ
て
つ
く
ら

れ
た
大
釣
鐘
が
、
科
学
万
能
社
会

の
到
来
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
か
の
よ

う
に
披
露
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

［
＊
2
］
も
、
印
象
深
い
。

遡
れ
ば
、
四
天
王
寺
は
聖
徳
太

子
の
発
願
で
鎮
護
国
家
と
万
人
救

済
の
実
践
所
と
し
て
、
上
町
台
地

に
創
建
さ
れ
た
日
本
最
初
の
官
寺

で
あ
る
。
1
4
3
0
年
も
の
長
き

に
わ
た
り
、
数
々
の
戦
火
や
災
害

に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
よ
み
が
え
り

続
け
、
人
々
の
暮
ら
し
と
と
も
に

あ
り
続
け
て
き
た
の
は
な
ぜ
か
。

今
回
、
本
連
載
第
3
回
で
は

「
四
天
王
寺
か
ら
紐
解
く
、
遍
く

救
済
・
再
生
の
物
語
」
を
テ
ー
マ

に
、『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
』

失
。
戦
後
再
建
さ
れ
た
現
在
の
塔

は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、

実
に
八
代
目
に
当
た
る
。

五
重
塔
の
み
な
ら
ず
、
中
心
伽

藍
や
境
内
の
諸
堂
も
満
身
創
痍
に

な
り
な
が
ら
、
今
日
ま
で
よ
み
が

え
っ
て
き
た
。
受
難
と
再
生
の
物

語
は
、
何
を
糧
と
し
て
生
き
続
け

て
き
た
の
か
。
実
は
、
末
法
思
想

が
広
が
っ
た
平
安
時
代
、
四
天
王

寺
は
二
代
目
の
塔
と
と
も
に
ほ
と

ん
ど
の
伽
藍
を
焼
失
す
る
、
そ
れ

ま
で
に
な
い
大
き
な
危
機
に
瀕
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
出

来
事
が
、
後
に
続
く
四
天
王
寺
の

在
り
様
を
決
定
づ
け
る
転
機
と

な
っ
た
と
い
う
。

上
町
台
地 

今
昔
フ
ォ
ー
ラ
ム

本
連
載
の
第
1
回
「
災
害
と
福

祉
に
見
る〝
共
〟
の
知
の
継
承
と

文
化
」、
第
2
回
「
災
禍
と
祝
祭

を
生
き
た
若
き
群
像
と
レ
ガ

シ
ー
」
の
、
い
ず
れ
に
も
登
場
す

る
重
要
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
一
つ

が
、
四
天
王
寺
［
＊
1
］
だ
。

第
1
回
で
紹
介
し
た
、
室
戸
台

風
（
1
9
3
4
年
9
月
21
日
）
に
よ

る
「
四
天
王
寺
五
重
塔
倒
壊
の

図
」（
長
谷
川
小
信
に
よ
る
木
版
画
、

歴
史
都
市
・
大
阪
の
背
骨
に
当
た
る
上
町
台
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
︑

2
0
1
3
年
秋
か
ら
2
0
2
4
年
春
に
か
け
て
︑
約
10
年
に
わ
た
り
20
号
を
編
集
・
発
行
し
た

﹃
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
﹄︒
過
去
と
の
対
話
を
通
し
︑
現
在
を
見
つ
め
直
し
︑

未
来
へ
つ
な
ぐ
歴
史
実
践
と
し
て
︑
改
め
て
共
有
し
た
い
観
点
を
取
り
上
げ
て
レ
ビ
ュ
ー
す
る
︒

Vo
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以
下
、フ
ォ
ー
ラ
ム
）
で
、

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
講
演

い
た
だ
い
た
、
一
本
崇
之
氏
（
大

和
文
華
館
学
芸
部
係
長
、
四
天
王
寺
特

別
調
査
員
）
は
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。「
そ
う
し
た
伽
藍
焼

失
か
ら
復
興
し
て
い
く
際
に
、
た

だ
伽
藍
を
元
に
戻
す
だ
け
で
は
な

く
て
、
新
し
い
信
者
や
信
仰
を
獲

得
し
て
、
根
本
的
に
立
て
直
す
こ

と
を
目
指
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
当

時
、
注
目
さ
れ
て
い
た
浄
土
信
仰

を
、『
四
天
王
寺
縁
起
』［
＊
5
］
に

は
じ
め
に
―
よ
み
が
え
り
続
け
る

四
天
王
寺
―

お
い
て
太
子
に
語
ら
せ
る
形
で
取

り
入
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

う
し
て
、
四
天
王
寺
に
と
っ
て
非

常
に
重
要
な
信
仰
が
生
ま
れ
て
展

開
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
」

そ
の
際
、
四
天
王
寺
が
都
か
ら

熊
野
等
の
霊
場
に
至
る
街
道
上
に

位
置
し
、
西
方
に
海
が
広
が
る
台

地
の
上
に
建
っ
て
い
た
こ
と
も
得

難
い
条
件
と
な
り
、
浄
土
信
仰
の

聖
地
と
し
て
身
分
を
問
わ
ず
人
々

を
引
き
つ
け
て
や
ま
な
い
求
心
力

と
な
っ
た
。
西
門
・
大
鳥
居
は
極

石童丸と母は旅の途中で父が高野
山にいることを知る。（説経正本「せっ
きょうかるかや」〈1631年〉の挿図 ★）

「一遍聖絵」に描かれた中世の四天王寺
踊り念仏で知られる時宗の開祖、一遍上人が衆生済度のため念仏札を民
衆に配りはじめたのは四天王寺の西大門の前。「一遍聖絵」巻2には、中世
の四天王寺と一遍上人の活動が描かれ、西門の西方（左）には木の大鳥
居（石造は1294年から）があって、その西側にはすぐに砂浜と海が続く。

今も知られる「安寿と厨子王」の物語は、説
経「さんせう太夫」❶などが元になっている。
説経節では姉弟は騙され人買いの手に落ち
るが、厨子王は安寿の犠牲により奴隷の身
から脱する。しかし、すぐの再起はならず、流
浪し落剥した末に四天王寺に辿り着く。そこ
で厨子王は再生の道を歩みはじめ、やがて
出世して人買いたちに復讐を果たす。
森鷗外の小説「山椒太夫」❷（1915年）はこ
れに材を取ったもので、近代的な解釈のもと
残忍な復讐譚の趣は薄れている（そのため
かここでは四天王寺の場面は出てこない）。
その後もこの物語は児童向けの読み物や絵
本❸になり、また映画化❹もされている。

1

2

43

溝口健二監督の「山椒大夫」は1954年・第15回ヴェネ
チア国際映画祭で銀獅子賞を受賞。アニメ映画「安寿
と厨子王丸」は1961年公開。（現在のDVDのパッケージ）

❹映画とアニメ－ション4

この物語は絵草紙や現代の絵
本にまで受け継がれている。（「苅
萱道心・石童丸」豊国、1853年★）

❾説経から続く石童丸物語9

上町台地は、都から熊野に向かう熊野街道が通るとこ
ろ。別名小栗街道とも呼ばれ、その由来となったのが
この物語。謀略により毒殺された小栗判官が、閻魔大
王の計らいで餓鬼阿弥となってこの世に戻り、土車に
乗せられて人々 に引かれ、熊野の地で復活を遂げる。こ
れに材を取って近松門左衛門は「当流小栗判官」を書
き、また歌舞伎にもなり、絵巻10に描かれ、仮名草紙
や読本として受け継がれた。近代では講談でも語られ、
スーパー歌舞伎「オグリ」ほか舞台作品にもなっている。

10

絶望して眠りについた、しんとく丸の枕元に清
水の観音が現れる。（江戸時代の説経正本
〈1648年〉、近代の復刻本 ★）

❺「せつきやうしんとく丸」挿絵5

この話は、中世の説経「かるかや」❾をはじめ、
江戸時代以降、浄瑠璃、歌舞伎、読本などのか
たちで作品化されている。妻子を捨てて出家し
た武士、苅萱道心とその息子石童丸の物語で、
父を知らずに育った石童丸は母と共に父親探
しの旅に出る。父らしき者がいるという高野山
に向かう旅の途中で、二人は上町台地を通る。

9

「さんせう太夫」の系譜

「小栗判官」の系譜

「かるかや」の系譜

河内国高安の長者伝説を元にした説経『し
んとく丸」❺では、主人公は継母の呪いに
よって宿病に侵され、絶望の淵に陥る。しか
し四天王寺を重要な舞台として、許嫁の乙
姫の献身的な愛と観音の霊力によって救わ
れ、最後は父とともに河内に帰ることになる。
「しんとく丸」は「俊徳丸」「信徳丸」などと書
き表され、同じ伝説に材をとった話が能（謡
曲）「弱法師（よろぼし）」❻、浄瑠璃・歌舞伎
の「摂州合邦辻」❼となり、これに触発され
て、現在に至るまで文学作品「身毒丸❽」
や戯曲など、様 な々形で展開されている。

6

8
7

5

四天王寺西門前で、落剥していた厨子王が阿闍
梨に出会い立ち上がる。（江戸時代の説経正本
〈1656年〉、近代の復刻本 ★）

❶「せつきやうさんせう太夫」挿絵1

戦前～戦後に出された講談社の
絵本シリーズ。

❸「安寿と厨子王」3

岩波文庫の表紙装丁
には説経本の挿絵が
使われている。

❷森鷗外「山椒大夫」2

（「一遍聖絵」の模写本、第2巻 ★）

「しんとく丸」の系譜

業病におかされ弱法
師と呼ばれる主人公
俊徳丸が、盲目の身で
春彼岸の四天王寺で
悉皆成仏の浄土を想
起する。
（弱法師能面、東京国
立博物館蔵、江戸時代、
出典：ColBase   https:
//colbase.nich.go.jp/)

❻能（謡曲）「弱法師」6

現在も上演される文
楽・歌舞伎の名作。毒
を盛られた俊徳丸だ
が、実はそこには継母・
玉手御前の一途な真
心が秘められている。
（人形浄瑠璃文楽「摂州
合邦辻」より、俊徳丸と
玉手御前、写真：渡邉 肇）

❼「摂州合邦辻」7

この物語をモチーフに業病を持つ田楽
法師を描いた折口信夫の小説「身毒丸」
（1917年）があり、寺山修司の舞台作品
が生まれた。また三島由紀夫は「近代能
楽集」に戯曲「弱法師」を書いた。パロディ
としては、落語演目の「弱法師＝菜刀（な
がたん）息子」があげられる。

❽小説「身毒丸」から戯曲・落語まで8

江戸時代に描かれた「小栗判官絵巻」では、餓鬼
阿弥になった小栗判官は熊野を目指す途中で上町
台地を通る。（「小栗判官絵巻」 伝岩佐又兵衛、第13
巻第24段 天王寺、宮内庁三の丸尚蔵館所蔵）

10江戸時代に描かれた絵巻物10

参考文献：『説経節』東洋文庫243、荒木繁、山本吉左右、1973／『さんせう太夫考  中世の説経語り』 岩崎武夫、1973／「大阪人」熊野街道と大阪、vol.58.2004ほか ★印図版の出典：国立国会図書館デジタルコレクション

　

 

中
世
の
語
り
芸
能
、説
経
節
の
代
表
作「
さ

ん
せ
う
太
夫
」「
し
ん
と
く
丸
」で
は
、四
天
王

寺
が
主
人
公
の
復
活
の
舞
台
と
し
て
登
場
。

ま
た
、説
経「
か
る
か
や
」「
小
栗
判

官
」で
も
、上
町
台
地
は
道
中
の
重

要
地
と
し
て
登
場
し
ま
す
。こ
の
地

は
、漂
泊
の
途
上
で
の
成
長
と
再
生

の
物
語
を
胚
胎
す
る
場
所
で
し
た
。

     

そ
こ
は

     

復
活
へ
の
道
行
を

  

象
徴
す
る
場
に

     

そ
こ
は

     

復
活
へ
の
道
行
を

  

象
徴
す
る
場
に

扁額には「釈迦如来  
転法輪処  当極楽土  
東門中心」とあり、四
天王寺西門が極楽
浄土の東門に当たる
としている。

　 

上
町
台
地
北
端
に
難
波
宮
が
あ
っ

た
時
代
、四
天
王
寺
は
そ
の
南
に
位
置

す
る
中
核
施
設
で
し
た
。中
世
に
入
る

と
周
辺
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
宗
教
都
市

を
形
成
し
て
お
り
、十
五
世
紀
の
史
料

に
よ
る
と
、周
囲
に
は
七
千
戸
の
家
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。門
前
に
は
宿
も
あ

り
、熊
野
街
道
の
通
り
道
で
、熊
野
詣

で
の
旅
人
た
ち
が
往
来
し
ま
し
た
。

四
天
王
寺
は
、様
々
な
時
代
に
、庶
民
の

厚
い
信
仰
を
集
め
る
と
と
も
に
、聖
徳

太
子
の
遺
徳
を
継
い
で
、社
会
か
ら
こ

ぼ
れ
落
ち
て
苦
し
む
者
た
ち
を
迎
え
入

れ
る
、最
後
の
拠
り
所
に
も
な
り
ま
し
た
。

　 

説
経
節
は
日
本
の
中
世
末
か
ら
近

世
に
か
け
て
盛
ん
だ
っ
た
語
り
芸
能
で
、

仏
教
の
唱
導（
説
教
）か
ら
派
生
し
て

成
立
し
た
民
衆
芸
能
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。近
世
に
は
、操
り
人
形
と
し
て

小
屋
で
演
じ
ら
れ
て
人
気
を
博
し
、江

戸
時
代
の
元
禄
頃
ま
で
が
そ
の
最
盛
期

で
し
た
。内
容
の
多
く
は
、つ
ら
い
境
涯

に
お
い
て
も
、や
が
て
一
筋
の
光
が
差

す
こ
と
を
教
え
説
く「
救
い
の
物
語
」。

こ
う
し
た
哀
話
は
、遊
芸
人
た
ち
に
よ

っ
て
街
道
筋
を
運
ば
れ
た
と
言
い
ま
す
。

あ
ら
い
た
は
し
や
〜

民
衆
の
語
り
芸
能
︑説
経
節

遊
芸
人
が
運
ん
だ﹁
救
い
の
物
語
﹂

せ
っ
き
ょ
う
ぶ
し

説
経
節
を
語
る
遊
芸
人
の
図
。

さ
さ
ら
、胡
弓
、三
味
線
の
組

み
合
わ
せ
の
門
付
芸（
門
説

経
）と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

(

『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』元
禄
年
間 

★
）

漂泊の末に辿り着いた再生の地 絶望から救いの光が射す場所へ

「一遍聖絵」に描かれた中世の四天王寺

熊野に続く聖なる道筋父を探し高野へ
向かう

中
世
︑宗
教
都
市
だ
っ
た
四
天
王
寺

苦
し
む
人
た
ち
を
迎
え
入
れ
た
救
済
の
地

四
天
王
寺
に
赴
く
時
宗
・
踊
り
念
仏
の
人
々
。

（「
一
遍
聖
絵
」模
写
本
、第
９
巻 

★
）

こ
そ
あ
は
れ
な
り
〜

国
を
申
さ
ば
〜

日
本
の
仏
法
最
初
の
官
寺
、聖
徳
太
子
の
発
願
で
、鎮
護
国
家
と
万

人
救
済
の
実
践
所
と
し
て
、上
町
台
地
に
創
建
さ
れ
た
四
天
王
寺
。

や
が
て
、そ
の
西
門
・
石
の
鳥
居
は
、極
楽
の
東
門
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。平
安
時
代
末
期
か
ら
中
世
へ
、西
方
に
広
が
る
海

を
眺
め
、夕
陽
の
向
こ
う
に
極
楽
浄
土
を
重
ね
て
拝
む
、聖
な
る
地
に
。

動
乱
の
時
代
、そ
こ
は
、苦
し
み
の
果
て
を
生
き
る
人
々
が
、救
い
と

再
生
の
物
語
を
求
め
て
や
ま
な
い
、無
縁
平
等
の
広
場
と
も
な
り
ま

し
た
。苦
難
の
境
涯
か
ら
、四
天
王
寺
を
経
て
、復
活
す
る
主
人
公

と
連
れ
の
道
行
き
。さ
さ
ら
を
擦
り
な
が
ら
語
る
説
経
節
が
現
れ
、

能
や
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
、落
語
・
講
談
・
浪
花
節
へ
、さ
ら
に
近
現
代

の
小
説
や
戯
曲
へ
と
続
く
、物
語
の
源
流
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

再
生
の
物
語
を
求
め
て

台
地
の
門
前
か
ら 

今
に
続
く
語
り
の
世
界

再
生
の
物
語
を
求
め
て

台
地
の
門
前
か
ら 

今
に
続
く
語
り
の
世
界
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　わたしたちが暮らす“上町台地”。古代から今日まで絶えることなく、人々
の営みが刻まれています。天災や政変や戦災も、著しい都市化も経験しまし
た。時をさかのぼってみると、まちと暮らしの骨格が浮かび上がってきます。
自然の恵みとリスクのとらえ方、人とまちの交わり方、次世代への伝え方…。
過去と現在を行き来しながら、未来を考えるきっかけに、U-CoRoプロジ
ェクト第2ステップでは、壁新聞「上町台地  今昔タイムズ」を制作いたし
ます。

「上町台地 今昔タイムズ」とは

http://www.og-cel.jp/project/ucoro/index.html　 問合せ先：tel.06-6205-3518（担当：CEL弘本）

企画・編集：U-CoRoプロジェクト・ワーキング　　発行：大阪ガス エネルギー・文化研究所（CEL）　
  （CEL弘本由香里、B-train橋本護・小倉昌美）  ※U-CoRo=ゆーころ（上町台地コミュニケーション・ルーム）

図1　『上町台地 今昔タイムズ』Vol.18（2022年 春夏秋冬号）1面。
左の二次元コードから、紙面の閲覧ができる。

図2 「一遍聖絵」に描かれた四天
王寺。一遍上人は、四天王寺の西
大門の前で念仏札を民衆に配り始
める（模写本、第二巻、国立国会
図書館デジタルコレクションから）。

楽
の
東
門
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
中
世
へ
、

夕
陽
の
向
こ
う
に
極
楽
浄
土
を
想

念
す
る
「
日
想
観
」
の
地
と
な
っ

て
い
く
。

そ
し
て
も
う
一
つ
重
要
な
こ
と

が
あ
る
。
不
幸
に
苛
ま
れ
た
人
々

が
最
後
に
た
ど
り
着
く
場
、
救
済

さ
れ
る
場
と
し
て
の
役
割
を
、
同

寺
が
担
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

社
会
福
祉
の
実
践
場
と
し
て
の

D
N
A

『
四
天
王
寺
縁
起
』
の
巻
末
に
丁

寧
に
記
さ
れ
て
い
る
、
聖
徳
太
子

が
設
け
た
と
さ
れ
る
四
箇
院
（
施

薬
院
・
悲
田
院
・
療
病
院
・
敬
田
院
）

が
そ
の
原
点
だ
。
施
薬
院
は
文
字

通
り
薬
を
施
す
場
、
療
病
院
は
病

院
の
元
祖
と
い
え
る
施
設
、
悲
田

院
は
孤
児
や
高
齢
者
な
ど
身
寄
り

の
な
い
も
の
の
救
済
施
設
で
、
施

し
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
社
会

復
帰
を
促
す
必
要
性
も
説
か
れ
て

い
る
。
敬
田
院
は
仏
教
や
学
問
の

修
行
の
場
で
あ
る
。

一
本
氏
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
で

「
太
子
は
、
特
に
施
薬
・
療
病
・

悲
田
の
三
院
の
考
え
方
と
い
う
の

が
、
国
の
大
本
で
あ
っ
て
、
ま
た

仏
の
教
え
の
中
で
も
最
も
重
要
な

も
の
だ
と
、
縁
起
の
中
で
語
っ
て

い
ま
す
。
今
の
感
覚
で
み
て
も
非

常
に
合
理
的
で
、
社
会
福
祉
の
あ

り
方
と
し
て
共
感
で
き
る
考
え
方

で
す
ね
」
と
語
る
。

四
天
王
寺
は
、
人
々
が
救
い
を

求
め
る
浄
土
信
仰
・
日
想
観
の
聖

地
と
し
て
、
他
に
は
な
い
特
別
な

環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
だ
け

で
な
く
、
聖
徳
太
子
の
志
を

D
N
A
と
し
て
受
け
継
い
で
い
く

こ
と
を
使
命
と
し
て
掲
げ
、
社
会

福
祉
の
実
践
場
と
し
て
の
リ
ア
リ
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ズ
ム
を
体
現
し
て
い
っ
た
。
こ
の

場
所
性
と
実
践
の
掛
け
合
わ
せ
に

よ
っ
て
、
救
済
・
再
生
の
場
と
し

て
の
四
天
王
寺
の
認
知
が
広
が
っ

て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。

鎌
倉
時
代
、
時
宗
の
開
祖
・
一

遍
上
人
が
衆
生
済
度
の
念
仏
札
を

初
め
て
人
々
に
配
っ
た
の
も
、
四

天
王
寺
の
西
大
門
の
前
と
さ
れ
る
。

一
遍
聖
絵
に
も
そ
の
様
子
が
描
か

れ
、
極
楽
浄
土
の
東
門
と
し
て
、

遍
く
人
々
が
救
い
を
求
め
る
四
天

王
寺
な
ら
で
は
の
臨
場
感
が
伝

わ
っ
て
く
る
（
図
2
）。

動
乱
の
時
代
、
四
天
王
寺
は
、

悲
哀
と
救
い
の
語
り
芸
・

説
経
節
の
舞
台
に

注＊
1 �

四
天
王
寺
は
大
阪
市
天
王
寺
区
に
あ
る
、

聖
徳
太
子
建
立
の
寺
。天
台
宗
に
属
し
て
い

た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

す
ぐ
に
独
立
し
、
全
仏
教
的
な
聖
徳
太
子
の

精
神
を
重
ん
じ
和
宗
総
本
山
と
な
っ
た
。

＊
2 �「
四
天
王
寺
大
釣
鐘
」
は
、
戦
時
体
制
下

の
1
9
4
2
年
に
解
体
・
金
属
供
出
さ
れ
、

失
わ
れ
た
。
大
鐘
楼
は
現
在
の
英
霊
堂
で
、

大
阪
市
指
定
文
化
財
。

＊
3 �『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
』
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
は
、
大
阪
ガ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。
な
お
、

Vol.18

の
参
考
文
献
は
同
紙
の
1
面
下
に

記
載
。https://w

w
w
.og-cel.jp

/
project/ucoro/event2_kon.htm

l

＊
4 �『
上
町
台
地 

今
昔
フ
ォ
ー
ラ
ム　

Docum
ent

』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、

今
昔
タ
イ
ム
ズ
と
同
じ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
同Docum

ent 

Vol.18

に
収
録
し
た
、
一
本
崇
之
氏
の
講

演
録
「
四
天
王
寺
と
い
う
〝
場
〟―
説
経

節
や
絵
巻
に
み
る
救
済
・
復
活
・
再
生
の

物
語
と
そ
の
背
景
―
」
は
、
同
氏
の
著
書

『
四
天
王
寺
新
縁
起
』（
東
方
出
版
、

2
0
2
5
年
4
月
）
に
掲
載
（
一
部
改
訂
）

さ
れ
て
い
る
。

＊
5 �

国
宝
『
四
天
王
寺
縁
起
』（
根
本
本
）
は
、

1
0
0
7
年
に
発
見
さ
れ
た
一
巻
の
巻
物

で
、
奥
書
に
「
推
古
3
（
5
9
5
）
年
に

聖
徳
太
子
が
こ
の
縁
起
を
書
き
留
め
、
金

堂
の
中
に
納
め
置
く
」
と
あ
る
が
、
現
在

の
研
究
で
は
、
見
つ
か
っ
た
平
安
時
代
に

作
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

苦
し
み
の
果
て
を
生
き
る
人
々
が
、

救
い
と
再
起
の
物
語
を
求
め
て
や

ま
な
い
、
無
縁
平
等
の
広
場
と
も

な
っ
た
。
こ
う
し
た
四
天
王
寺
特

有
の
場
所
性
は
、
文
化
的
に
も

数
々
の
悲
哀
と
救
い
の
物
語
の
重

要
な
舞
台
と
な
っ
て
い
く
。

典
型
的
な
も
の
が
、
苦
難
の
み

ぎ
わ
か
ら
四
天
王
寺
を
経
て
、
復

活
す
る
主
人
公
と
連
れ
の
道
行
の

物
語
だ
。
中
世
末
頃
に
、
さ
さ
ら

を
擦
り
な
が
ら
語
る
説
経
節
が
現

れ
、
中
世
末
か
ら
近
世
を
経
て
近

現
代
へ
、
能
や
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
、

落
語
・
講
釈
（
講
談
）・
浪
花
節

（
浪
曲
）、
さ
ら
に
小
説
や
戯
曲
へ

と
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
今
昔
タ

イ
ム
ズ
V
o
l.

18
で
は
、
そ
れ

ら
の
源
流
に
あ
る
説
経
節
の
特
徴

を
俯
瞰
し
、
四
天
王
寺
と
救
済
・

再
生
の
物
語
の
関
係
性
を
紐
解
い

た
。説

経
節
は
、
仏
教
の
唱
導
（
説

経
）
か
ら
派
生
し
た
、
遊
芸
人
に

よ
る
語
り
芸
で
あ
る
。
中
世
末
の

さ
さ
ら
説
経
は
、
近
世
に
は
操
り

説
経
（
浄
瑠
璃
説
経
）
や
歌
説
経
へ

変
化
し
、
寺
の
境
内
や
路
上
や
小

屋
で
演
じ
ら
れ
た
。
漂
泊
の
旅
芸

人
が
運
ん
だ
救
い
の
物
語
は
、
自

ら
を
投
影
し
、
つ
ら
い
境
遇
で
も
、

や
が
て
一
筋
の
光
が
差
す
こ
と
を

教
え
説
く
も
の
で
、「
あ
ら
い
た

は
し
や
～
」
と
語
ら
れ
る
哀
話
が
、

人
々
の
心
を
引
き
つ
け
揺
さ
ぶ
っ

た
。代

表
的
な
五
説
経
と
さ
れ
る
の

が
「
さ
ん
せ
う
太
夫
」「
し
ん
と

く
丸
」「
小
栗
判
官
」「
か
る
か

や
」「
愛
護
の
若
」。
こ
の
5
作
品

の
う
ち
4
作
品
が
、
漂
泊
の
経
験

を
も
と
に
し
て
い
る
点
で
共
通
し
、

中
世
の
さ
さ
ら
説
経
の
古
形
を
残

し
て
い
る
も
の
と
さ
れ
る
。
し
か

も
、「
さ
ん
せ
う
太
夫
」
と
「
し

ん
と
く
丸
」
で
は
、
い
ず
れ
も
四

天
王
寺
が
主
人
公
の
復
活
の
舞
台

と
し
て
描
か
れ
、「
小
栗
判
官
」

と
「
か
る
か
や
」
で
は
、
上
町
台

地
は
熊
野
や
高
野
山
に
向
か
う
道

中
の
重
要
地
と
し
て
登
場
す
る
。

こ
れ
ら
の
筋
書
き
や
場
面
設
定
か

ら
も
、
極
楽
の
東
門
が
立
つ
、
四

天
王
寺
と
霊
場
を
結
ぶ
街
道
が
走

る
上
町
台
地
が
、
復
活
へ
の
道
行

を
象
徴
す
る
場
と
し
て
広
く
受
け

止
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

い
く
つ
か
の
象
徴
的
な
場
面
を

眺
め
て
み
た
い
。
ま
ず
は
、「
さ

ん
せ
う
太
夫
」
か
ら
。
今
も
知
ら

れ
る
「
安
寿
と
厨
子
王
」
の
物
語

は
、
説
経
「
さ
ん
せ
う
太
夫
」
が

元
に
な
っ
て
い
る
。
姉
弟
は
騙
さ

れ
て
人
買
い
の
手
に
落
ち
る
が
、

厨
子
王
は
安
寿
の
犠
牲
に
よ
っ
て

奴
隷
の
身
か
ら
脱
す
る
。
し
か
し
、

容
易
に
再
起
は
な
ら
ず
、
流
浪
し

落
魄
し
た
末
に
四
天
王
寺
に
た
ど

り
着
く
。
も
は
や
足
も
立
た
な
く

な
っ
て
い
た
厨
子
王
だ
が
、
四
天

王
寺
の
西
門
・
大
鳥
居
の
前
で
阿

闍
梨
に
出
会
い
、
奇
跡
的
に
立
ち

上
が
る
。
江
戸
時
代
の
説
経
正
本

『
せ
つ
き
や
う　

さ
ん
せ
う
太
夫
』

（
1
6
5
6
年
）
の
挿
絵
に
も
、
そ

の
様
子
が
人
生
逆
転
の
重
要
な
場

面
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
（
図
3
）。

そ
こ
か
ら
再
生
の
道
へ
、
厨
子
王

は
大
い
に
出
世
し
、
や
が
て
人
買

い
た
ち
に
復
讐
を
果
た
し
物
語
は

幕
を
閉
じ
る
。
ち
な
み
に
、
森
鷗

外
の
小
説
『
山
椒
大
夫
』
は
、
近

代
的
に
翻
案
さ
れ
て
お
り
、
四
天

王
寺
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
な
い
。

次
に
、「
し
ん
と
く
丸
」
を
見

復
活
へ
の
道
行
を
象
徴
す
る
場
・

四
天
王
寺

て
み
よ
う
。
河
内
国
高
安
の
長
者

伝
説
を
元
に
し
た
説
経
「
し
ん
と

く
丸
」
で
は
、
主
人
公
は
継
母
の

呪
い
に
よ
っ
て
宿
病
に
侵
さ
れ
、

絶
望
の
淵
に
陥
る
。
し
か
し
、
こ

こ
で
も
、
追
い
詰
め
ら
れ
た
し
ん

と
く
丸
が
死
に
場
所
と
し
て
向

か
っ
た
四
天
王
寺
が
再
生
の
舞
台

と
な
る
。
許
嫁
の
乙
姫
の
献
身
的

な
愛
と
観
音
の
霊
力
に
よ
っ
て
救

わ
れ
、
最
後
は
父
と
と
も
に
河
内

に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
。
江
戸
時

代
の
説
経
正
本
『
せ
つ
き
や
う 

し
ん
と
く
丸
』（
1
6
4
8
年
）
の
挿

絵
に
は
、
四
天
王
寺
に
た
ど
り
着

き
絶
望
し
て
眠
り
に
つ
い
た
、
し

ん
と
く
丸
の
枕
元
に
清
水
の
観
音

が
現
れ
、
闇
の
世
界
か
ら
光
の
世

界
へ
、
運
命
の
転
換
点
と
な
る
場

面
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
4
）。

最
後
に
、「
小
栗
判
官
」
か
ら
、

熊
野
街
道
と
四
天
王
寺
の
関
係
に

注
目
し
た
い
。
小
栗
判
官
は
妻
・

照
手
姫
の
家
族
に
殺
さ
れ
地
獄
に

落
ち
る
が
、
閻
魔
大
王
の
計
ら
い

で
餓
鬼
阿
弥
と
な
っ
て
こ
の
世
に

戻
っ
て
く
る
。
醜
い
姿
で
「
こ
の

者
を
熊
野
本
宮
に
連
れ
て
い
っ
て

や
る
よ
う
に
」
と
の
札
を
下
げ
、

土
車
に
乗
せ
ら
れ
て
人
々
に
引
か

れ
、
相
模
国
の
遊
行
寺
か
ら
、
都

図3 『せつきやう さんせう太夫』挿絵。四天王寺の
西門・大鳥居の前で、阿闍梨に出会い奇跡的に立ち
上がった厨子王（江戸時代の説経正本、1656年、国
立国会図書館デジタルコレクションから）。

図4 『せつきやう しんとく丸』挿絵。絶望して眠りに
ついた、しんとく丸の枕元に清水の観音が現れた（江
戸時代の説経正本、1648年、国立国会図書館デジ
タルコレクションから）。

を
経
て
は
る
ば
る
熊
野
を
目
指
し
、

苦
難
の
道
行
を
成
就
し
て
復
活
を

遂
げ
る
。

江
戸
時
代
初
期
に
描
か
れ
た

「
小
栗
判
官
絵
巻
」（
伝
岩
佐
又
兵
衛
、

皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
で
は
、
四

天
王
寺
の
西
門
・
大
鳥
居
の
前
を
、

土
車
に
乗
せ
ら
れ
数
名
に
引
か
れ

て
進
む
餓
鬼
阿
弥
の
姿
が
描
か
れ

て
い
る
（
図
5
）。
絵
巻
で
は
、
こ

の
後
住
吉
大
社
の
前
を
通
る
場
面

も
あ
る
。
熊
野
街
道
は
、
別
名
・

小
栗
街
道
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
由

来
と
な
っ
た
の
が
こ
の
物
語
だ
。

浄
土
信
仰
の
聖
地
で
あ
る
四
天

王
寺
は
こ
の
街
道
上
に
あ
り
、
救

済
の
霊
場
・
熊
野
に
向
か
う
際
の

重
要
な
経
由
地
の
一
つ
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ

る
。長

い
歴
史
の
中
で
、
激
し
い
社

会
の
動
乱
、
度
重
な
る
災
禍
に
、

四
天
王
寺
が
い
か
に
向
き
合
っ
て

き
た
の
か
。
今
昔
タ
イ
ム
ズ

V
o
l.

18
と
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

記
録
を
も
と
に
、
一
本
氏
に
よ
る

『
四
天
王
寺
縁
起
』
の
読
み
解
き

を
手
掛
か
り
と
し
な
が
ら
、
救

お
わ
り
に 

―
都
市
の
拠
り
所
で
あ
る
こ
と
―

済
・
再
生
の
物
語
に
着
目
し
、
そ

の
背
景
を
見
つ
め
て
き
た
。

聖
徳
太
子
の
発
願
に
遡
る
精
神

と
実
践
が
、
浄
土
信
仰
・
日
想
観

の
聖
地
へ
と
発
展
的
に
接
続
さ
れ
、

万
民
救
済
の
実
践
場
た
る
四
箇
院

の
ビ
ジ
ョ
ン
が
再
定
義
さ
れ
、
時

代
の
変
化
に
堪
え
、
遍
く
人
々
の

拠
り
所
と
な
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

涵
養
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

四
天
王
寺
に
は
、
弘
法
大
師
・

空
海
、
浄
土
宗
の
法
然
、
浄
土
真

宗
の
親
鸞
、
時
宗
の
一
遍
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
派
の
開
祖
が

訪
ね
事
蹟
を
残
し
て
い
る
。
特
定

の
宗
派
に
偏
ら
な
い
、
越
境
的
・

超
越
的
な
包
容
力
を
歴
史
的
に
宿

し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
注
目
す
べ

き
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

都
市
の
拠
り
所
と
は
何
か
、
ど

う
あ
る
べ
き
か
。
社
会
の
格
差
や

分
断
が
進
み
、
ま
さ
に
救
済
・
再

生
の
物
語
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

今
、
四
天
王
寺
が
体
現
し
て
き
た

包
摂
性
、
遍
く
人
々
を
中
心
に
据

え
た
、
伝
統
と
革
新
の
接
続
の
知

恵
は
、
1
4
3
0
年
の
時
を
越
え

て
示
唆
に
富
む
。

ひ
ろ
も
と
・
ゆ
か
り
　

大
阪
ガ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究

所
研
究
員
︒
住
宅
建
築
専
門
誌 ﹃
新
住
宅
﹄
編
集

員
等
を
経
て
︑ 

1
9
9
2
年
か
ら
大
阪
ガ
ス
㈱
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
︵
C
E
L
︶
研
究
員
︒

歴
史
・
生
活
・
文
化
の
視
点
か
ら
︑
都
市
居
住
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
的
発
展
に
つ
な
が
る
情
報

発
信
等
に
取
り
組
む
︒
共
著
に
﹃
大
阪 

新
・
長

屋
暮
ら
し
の
す
す
め
﹄﹃
地
域
を
活
か
す
つ
な
が

り
の
デ
ザ
イ
ン
︱
︱
大
阪
・
上
町
台
地
の
現
場
か

ら
﹄︵
と
も
に
創
元
社
︶︑
共
編
著
に
﹃
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
デ
ザ
イ
ン
新
論
﹄︵
さ
い
は
て
社
︶
な
ど
︒

図5 江戸時代初期に描か
れた「小栗判官絵巻」では、
餓鬼阿弥となって土車に乗
せられた小栗判官が人々に
引かれて四天王寺の門前
を通る（伝岩佐又兵衛、第
13巻第24段天王寺、皇居
三の丸尚蔵館蔵）。
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